
　荒川区南千住の「アクロシティ」は、超高層棟（32階建）、高
層棟（14～15階建）、低層棟（4階建）で構成された長谷工施工
マンションです。1992年完成とあって、木立も成長し、建物と豊
かな自然がしっくりと調和。さらに、共用施設の「ＳＰＡＣ（Ｓｐｏｒｔｓ 
ｏｆ ＡＣＲＯ ＣＩＴＹ）」には、プールやテニスコートなどスポーツ施設

のほか、浴室やミニシアターまで完備し、住民の暮らしを豪華に
演出しています。 
　また、24時間有人管理体制“住宅情報盤”は、各住戸のイン
ターホンやＩＣホームモニター、オートロックが管理棟と直結。高
齢化が進む将来に向け、万全のセキュリティも配慮されています。 
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　今回の景気回復はこれまでの最長記録であった「いざな
ぎ景気」は超えたようです。ただ、今後の先行きを考えると、
株価、鉱工業生産指数、首都圏と近畿圏のマンション契約
率等の推移をみると、2007年は景気後退の年になると考え
ています。 
　2007年度の日本の成長率は1.2％と2006年度見込みの
2.0％に比べ、減速すると思います。ただし、2007年の減速
は、2008年度の高い成長を控えてのものであり、中期、長期、
超長期的には景気は上昇局面にあると思います。 
 
 
　景気循環には、3～4年の短期循環、7～12年の中期
循環、14～30年の長期循環、48～60年の超長期循環
があります。超長期循環でみれば、日本は2001年の谷
を抜けて上昇局面に転じており、今後、デフレ脱却はもと
より、ディスデフレ、インフレへと移行していくと思います。 
　超長期波動が上昇に転じる上に、2006年を始点に短
期・中期・長期波動すべてが上向きに転じます。4つの
波動がすべて上向きに転じるのが「ゴールデン・サイクル」
で、2011年頃まで、日本経済は復活、上昇トレンドにな
ります。 
 

 
　不動産・建設業界にとって重要な長期循環、「クズネッツ・
サイクル」や建設投資循環と呼びますが、これが2003年より
上昇に転じ、2012年ころまで続きます。 
　今回の不動産・建設ブームは、団塊世代の住居移動、例
えば、郊外の戸建住宅から都心のマンションへの住み替えな
どや、団塊ジュニア世代の持家取得等があって、長く続く可
能性があります。 
　東京、大阪、名古屋、福岡、札幌、仙台等の大都市への
人口集中が進み、大都市では人口増が続くことに加え、大都
市でも市街地の美化等を目的とした更新投資や、シャープの
亀山工場に代表されるように、工場の国内回帰などもあって、
当面、活況が続くと思われます。 
 
 
　今回の2012年までの上昇局面は、現有人口での最後の
成長過程となり、その後、人口減少社会、高齢化社会を迎え
ますが、日本経済にとってはマイナスばかりではないと思います。
公共サービスを民営化した分野では新しい動きが期待され、ま
た定年退職した団塊世代による大学入学や自費出版、自家
営業の増大など、新たな産業の興隆も期待されます。経済
発展が長く続いた国は、その後に文化の爛熟時代がやってき
ますから、いろいろと楽しみが多い時代になると思います。 

　土と木と紙で都市を造り上げた江戸の歴史は、火災の繰り返
しでしたが、その災害を克服することで、18、19世紀世界最大
の100万都市へと進化していきました。 
　都市として進化する大きなきっかけとなったのが、10万7千人
の焼死者を出した明暦の大火災（振袖火事）で、その復興にあ
たり主要な街路を拡幅しました。街路の拡幅は火災の延焼を防

ぐ上で大きな威力を発揮できるという、驚くべき高度な内容を含
むものでした。それが見事に証明されたのが、1995年の阪神・
淡路大震災時の火災で、街路幅4ｍ以下の地区の火災延焼率
90％に対し、街路幅12ｍの地区の延焼はありませんでした。こ
のように、日本の街路は、江戸時代から、市民と市民の生活を
守るために計画され、誕生してきたものでした。 


